
工法名： Ｖバースペーサー（高機能鉄筋支持スペーサー） No. 2018-躯体（RC）-22

■工法概要 ■特徴・適用条件・注意事項 等

■写真・イメージ・図面

■検索用分類 

仮設 繰り返し作業 Q 鳶工

基礎 工程数削減 C 土工

躯体（RC） 標準化・モジュール化 D 鉄筋工

躯体（S） 省人化 S 型枠工

外装 IT化・高効率化 E 左官工

内装 工場製品化・PCa化 鍛冶工

外構 ユニット化 金属工

設備 機械化 内装工

IT化 多能工化・共業化 電工

特殊構工法 VE・設計変更 配管工

2018.04.01

特　許 有限会社　都島興業　の特許工法（特許第5756930号）

Ｖバースペーサーを用いて、土間・スラブ配筋や鉄筋メッシュ（ユニット）・ワイ
ヤーメッシュ敷設工事の省力化する工法。
これまでのスペーサーは、点または１軸であったが、Ｖ型の２軸形状とするこ
とで、スペーサーの転倒や脱落のリスクを低減し、手直しにかかる作業の省
略が可能。 特　徴

・
効　果

・
メリット

【労務】
・鉄筋組立作業やワイヤーメッシュ敷設作業と、同程度の労力がかかるス
ペーサー設置作業を大幅に削減。
【品質】
・スペーサーの転倒や脱落による、かぶり不足をおこすリスクを大幅に削減。
・コンクリート骨材の充填性を阻害しない形状となっている。
【安全性】
・スペーサーが、転倒しづらいため、歩きやすく安全である。

適用条件 RC造の土間・スラブ、S造のデッキスラブ

Phase5(施工）

メーカー等 同上

備　考 NETIS（SK-160010-A）

検討時期 部位・種別 着眼点 効果 職種
Phase0（営業）

Phase1（企画）

Phase2（基本設計）

Phase3（実施設計）

Phase4（施工準備）

ポリ製

鋼製

カタログより出典


